
－ 46－

〈日本SPF豚研究会誌〉

「All about SWINE」投稿のお願い

　SPF豚の普及に役立つ調査・研究論文および

防疫，飼養，流通，消費等に関する解説・資料等

の原稿を募集しております。下記要領にご留意の

上，ご投稿下さい。

1  ．原稿は原則としてワープロを使用してＡ 4用

紙に横書きで作成して下さい。手書きの場合

は，400字詰原稿用紙を使用して下さい。

2  ．原稿の 1枚目には表題（英文表題も併記），

投稿者名（ローマ字表記も併記），所属機関名

（郵便番号および住所）を記して下さい。2枚

目以降の記述形式は特に定めませんが，資料

等を引用した場合は末尾に「参考資料」または

「引用文献」の項目を設けて下さい。

3  ．表は原則として縦罫線を使用せず簡潔なもの

とし，また図はそのまま印刷が可能なように白

色紙または方眼紙に黒色で記入して下さい。写

真は原寸印刷が可能なように原則として横 7cm

程度，縦 7cm以下として下さい。

4  ．原稿の送付先は「〒 501-1193　岐阜市柳戸

1-1　岐阜大学大学院連合獣医学研究科 応用獣

医学連合講座　浅井鉄夫」までお願いします。

［編集後記］

　巻頭言で日本 SPF豚協会の「SPF豚農場認定

規則」の改正について，名越副会長からコメント

されました。長年親しんできた規則の改正は，疾

病の状況，衛生指導体制，疾病に対する考え方の

変化を意味しているように感じています。時代

とともに様々な技術が開発・改善されていく一方

で，「古臭く」「泥臭い」技術や考えを失ってしま

うときもあります。リオオリンピックでの日本人

選手の活躍は目覚しいものでした。挑戦に向けた

日々の練習の成果です。一方，報われない場合も

ありました。多くの選手が今回の反省点と次の 4

年後に向けた強い意思を口にする姿が印象的でし

た。反省がなければ進歩はなく，成功につながら

ない。新たなルールに基づいた，より強い養豚経

営につながることが期待されます。最後になりま

したが，熊本・大分地震で被災された皆様にお見

舞い申し上げます。
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